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🚘交通計画研究室の1年🚘

3年生の2月 研究室配属
4年生の1年間を過ごす研究室が決定します

4月 研究室スタート‼
どんな1年になるかドキドキです

4～7月 前期ゼミ
統計学の勉強をみんなでします

8月or9月 夏ゼミ
大学を飛び出して2泊3日で合宿。

勉強したり、遊んだり、野球したりします

9月 研究室対抗ソフトボール大会
土木工学科12研究室が参加し、
研究室の威信をかけて戦います！

9～12月 後期ゼミ
卒業論文にむけてのゼミ。

みんなと議論して研究を進めます。

10月 10大学計画系研究室野球大会
他大学と交流するチャンス‼

ビリにならないように練習します！

1・2月 卒業論文提出・発表
1年間の集大成をみんなの前で発表します。

3月 卒業‼
1年間、苦楽を共にした仲間と祝う

この瞬間、最高です。

交通計画研究室って？

12月 中間発表
OB・OGの前で研究の中間発表をします。

みんな仲良く、楽しく、遊ぶときは遊ぶ、やる時はやる

研究と10月に行われる野球大会でビリにならないように野球練習に励ん
でいます。

現在の交通問題の「なぜ」を突き詰め、計画技術を開発する

例えば、東日本大震災のひどい渋滞はなぜ起きたのか、通勤ラッシュの
混雑や遅延はなぜ起きるのか、どうすれば解決できるかなどを数学やコン
ピュータを使って分析しています。また、生産性を上げるためにはどんな
創造的人材をどうすれば生み出せるのかを研究しています。このように私
たちの研究室は、交通と言われたら思いつくような道路や鉄道だけでなく、
社会を活性化させるにはどうすれば良いかなど広域に研究をしています。

この研究室で生まれたアイデアを基に、文部科学省から研
究援助を受けたり、コンサルタント会社や交通事業者と協力
したりして、研究室一丸となって一生懸命研究しています。
その成果は学会で表彰されるなど評価が高く、国土交通省や
自治体、事業者の交通計画に活用されています。

待ってるぜ‼

Iwakura Lab.



東京の通勤ラッシュでは列車の大混雑の上に、遅れやノロノロ運転が
日常茶飯事になっています。また、相互直通運転の普及により遅れが広
範囲に及び、遅れの回復に超時間かかる状態です。これらの問題は通
学・通勤の利用者の集中と、多くの本数・種類での列車の過密な運行の
副作用といえます。そこで、この遅延現象を表現したシミュレーション
システムを作り、遅延の発生や広がっていく仕組みを明らかにし、効果
的な対策を検討する研究を行なっています。他には、輸送力増強を目的
として、既存ストックを活用した超高頻度運転の可能性を探る研究を
行っています。
 文部科学省 科学研究費助成金 平成28年度挑戦的萌芽研究
 鉄道技術連合シンポジウム 優秀論文発表賞 4度受賞
 土木学会年次学術講演会 優秀講演者賞 4度受賞

研究紹介
都市鉄道のサービス改善に向けた研究 大地震時の渋滞を抑制するための研究

2011年3月11日に発生した東日本大震災に
おいて東京都内は緊急車両が通行できない
ほどの大渋滞が発生しました。一刻を争う
状況で緊急車両が走行できなかったことは、
非常に深刻な問題です。そこで、本研究室
では未だ解明されていない大渋滞の発生源
や非常時にドライバーがとる経路選択要因
の解明し、渋滞を発生させないためにドラ
イバーを誘導する方法を研究しています。
研究成果として、本研究室では日本で初め
て「グリッドロック現象」を確認しました。
 平成29年度 一般財団法人日本デジタル道路

地図協会研究助成
 文部科学省 科学研究費助成金 平成25年度

挑戦的萌芽研究
 土木学会年次講演会 優秀講演者賞
 2012年10月3日 毎日新聞掲載

高速道路のサービス改善に向けた研究

高速道路は通行料を支払ってもらって、一般道より高い交通サービス
を提供し、円滑な通行を担保する目的で作られてます。しかし、渋滞に
より一般道以下の速度で通行することもしばしばあります。渋滞が発生
する一要因として追越車線に車が偏ることが挙げられます。交通重要が
増加すると追越車線から速度が低下していき、最終的に全車線に渋滞が
発生します。そこで、本研究室では追越車線利用偏重の原因解明と偏重
対策立案に向けて、ドライバーはどのような状況のときに追越車線に
移ったり、走行車線に戻ったりするのかというドライバーの車線変更挙
動の要因を研究しています。

創造的人材を生み出すための研究

東京圏は世界の都市圏GDPランキングで1位であり、世界的な巨大な
経済圏です。しかし、1人当たりのGDPは都市圏GDPランキング上位国の
1人当たりのGDPの半分程度です。この要因の一つとして人材の同質性
が増加したことが考えられます。そこで本研究室では、創造性を持っ
た人材を創出することが、生産性を向上させる手段の一つである点に
着目して、創造的人材を創出する要因を発見する研究を行っています。


